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Ver.3 2022.12.19 

「我が国における働く人の仕事と健康に関する実態調査」に参加される方へ 

 

本調査は、以下の内容に同意をされる方のみを対象とします。同意される方は、「同意する」

の項目にチェックをしてから、回答にお進みください。 

 

  我が国における働く人の仕事と健康に関する実態調査 

 

所属 産業生態科学研究所産業保健経営学  職名 教授  氏名 森 晃爾 

 

  西暦 2022年 2月から西暦 2025年 9月まで 

 

  平成 24年度まで厚生労働省では「労働者健康状況調査」により、わが国の労働者の健

康状況、健康管理の推進状況を把握し、労働者の健康確保対策、自主的な健康管理の推進

等の労働衛生行政運営の推進を図ってきました。現在では「労働安全衛生調査」による労

働者の実態調査および労働環境調査が行われています。しかし、多様化するわが国の労働

者を取り巻く状況に対し、既存の調査において把握できる課題は限られており、労働者の

健康増進や生産性の維持向上に貢献できる実効的な産業保健サービスの提供を検討する

上で、産業保健サービスのニーズや実態を把握することが求められます。 

  本研究では、労働者の健康状況に関する標準値を調査し、わが国の労働者の実態に即し

た産業保健サービス提供の在り方の検討に資することを目的としており、職場において

これらの知見を活用した実効性のある産業保健サービスが提供されることで、労働者の

健康的な生活水準の向上に繋がると考えられます。 

 

本調査は、楽天インサイト株式会社に委託して実施されます。対象者は、楽天インサイ

ト株式会社が保有するパネル参加者約 220 万人の中からメール等を通じて参加の呼びか

け（ベースライン調査時に加え、その後 6ヶ月～1年毎に最長 5年程度）を行い、回答に

同意した参加者が任意に回答します。調査の参加基準は、以下の通りです。 

・2022年 2月時点で就労している方（雇用形態は問いません） 

・年齢 20歳以上（アンケート回答時） 

 

１. 研究課題名 

２. 実施責任者 

３. 研究期間 

４. 研究の背景・目的・意義について 

５. 研究の方法について 

６. 研究対象者の候補として選ばれた理由について 
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  2022 年 2 月時点で就労されている方（雇用形態は問いません）で、かつ、アンケート

回答時に年齢 20歳以上の方を対象としました。 

 

  この研究に参加されることによりあなたに直接的な利益はありません。しかしながら、

本研究を行うことで、将来的に働く人の利益につながることが考えられます。アンケート

に回答する時間（約30分）の負担があります。本研究を受けることで予測されるリスクは、

個人情報の漏洩リスクですが、楽天インサイト株式会社における個人情報保護方針、個人

情報取り扱い規定が適切であることを確認し、納品物に氏名等の個人を直接特定できる

情報が含まれていないことを、納品時に確認致します。もしも個人情報が混入しているこ

とが判明した場合には速やかにデータを消去致します。 

 

研究対象者は、研究に参加することの利益と不利益を説明された上で、この研究に参加

するかどうかを、あなたの自由意思で決めていただくことができます。また同意された後

でも同意を撤回することができます。 

 

この研究に参加されない場合でも、今後あなたが不利益を受けることは一切ありませ

ん。同意された後でも同意を撤回されるのはあなたの自由です。たとえ途中で同意を撤回

されても、以後あなたが不利益を受けることは一切ありません。 

 

この研究によって得られた成果を学会や論文などに発表する場合には、あなたを特定

できる氏名、住所などの個人情報は一切使用いたしません。 

 

研究の内容（研究計画や方法など）に関する資料についてあなたが希望される場合には、

個人情報保護の観点や当該研究の独創性の確保に支障がない範囲内で開示し、直接説明

いたします。 

 

アンケート結果は楽天インサイト株式会社から氏名等の個人情報を直接特定できる情

７. 研究対象者に生じる利益、負担および予想されるリスクについて 

 

８. 研究が実施又は継続されることに同意した場合であっても随時これを撤回でき 

ることについて 

９. 研究が実施又は継続されることに同意しないこと又は同意を撤回することによ 

って研究対象者等が不利益な扱いを受けないことについて 

１０.研究に関する情報公開の方法について 

 

１１.研究対象者等の求めに応じて、他の研究対象者等の個人情報等の保護及び当該 

研究の独創性の確保に支障がない範囲内で研究計画書及び研究の方法に関す

る資料を入手又は閲覧できる旨並びにその入手又は閲覧の方法について 

 

１２.個人情報の取扱いについて 
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報が含まれていない形で納品されるため、本研究では研究者が個人を直接特定できる形

で個人情報を取得することはありません。 

 

収集されたデータは産業医科大学産業保健経学教室にある研究責任者のパソコンにお

いて研究終了後５年間保管します。また保管期間を超えた場合も、本研究で収集されたデ

ータは個人を直接特定できる情報を含まないデータであるため、廃棄を予定しておりま

せん。なお保管期間を超えて廃棄する場合は、パソコンからファイルを電子的に削除しま

す。 

 

この研究は、産業医科大学生態科学研究所産業保健経営学の研究責任者（及びそのグル

ープ）のもとで公正に行われます。本研究の利益相反については、産業医科大学利益相反

委員会の承認を得ており、公正性を保ちます。 

 

  本研究は、対象者の個人情報を収集しないため、本研究結果は非開示とします。本研究

で得られた成果は、学会発表、学術論文、ホームページなどで公表されます。また、得ら

れた情報の利用目的の範囲は以下のとおりです。 

・学術発表など研究目的：あり 

・第三者提供：なし 

・海外への提供：あり 

・公的データベース等への登録：なし  

 

  この研究は、楽天インサイト株式会社へ委託する調査のため、対象者からの相談へは、

本研究の内容（研究計画や方法など）に関する相談を除き、原則として対応致しません。

ただし、同社からの照会・相談があった場合には、同社担当者に対して研究責任者又は研

究分担者が随時対応致します。また、本件調査に関するお問い合わせ、同意撤回のご連絡

については、楽天インサイトのマイページ「お問い合わせフォーム」よりお問い合わせく

ださい。 

 

  この研究に関わる費用の負担はありません。また楽天インサイト株式会社より謝礼と

して既定のポイントが付与されます。 

１３.試料・情報の保管及び廃棄の方法について 

１４.研究の資金源等、研究機関の研究に係る利益相反及び個人の収益等、研究者 

等の研究に係る利益相反に関する状況について 

１５.研究により得られた結果等の取扱いについて 

１６.研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応について 

１７.研究対象者等に経済的負担又は謝礼がある場合、その旨及びその内容について 
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  この研究では医療行為は伴いませんので、該当しません。 

 

  この研究では医療行為は伴いませんので、該当しません。 

 

この本研究は、楽天インサイト株式会社に委託して、アンケート調査を実施します。 

 委託先名称：楽天インサイト株式会社 

委託する業務内容：アンケート画面の作成、データ収集、データクリーニング 

監督方法：同社の品質管理方針の確認、個人情報保護方針の確認、納品物の確認  

 

  この研究は侵襲を伴う研究ではありませんので、該当しません。 

 

  該当しません。 

 

  この研究は侵襲を伴う研究ではありませんので、該当しません。 

 

この研究の成果に基づいて、特許権などの知的財産権が生ずる可能性がありますが、そ

の権利は産業医科大学に帰属し、あなたには帰属しません。 

 

  特になし 

 

１８.通常の診療を超える医療行為を伴う研究の場合には、他の治療方法等について 

１９.通常の診療を超える医療行為を伴う研究の場合には、研究対象者への研究実施 

後における医療の提供に関する対応について 

２０.研究業務の一部を委託する場合の業務内容と監督方法について 

２１.侵襲を伴う研究の場合には当該研究によって生じた健康被害に関する補償の 

有無及びその内容について 

２２.研究対象者から取得された試料・情報について、研究対象者等から同意を受け 

る時点では特定されない将来の研究のために用いられる可能性又は他の研究 

機関に提供する可能性がある場合には、その旨と同意を受ける時点において想 

定される内容について 

２３.侵襲（軽微な侵襲を除く。）を伴う研究であって介入を行うものの場合には、 

研究対象者の秘密が保全されることを前提として、モニタリングに従事する者 

及び監査に従事する者並びに臨床研究審査委員会が、必要な範囲内において当 

該研究対象者に関する試料・情報を閲覧することについて 

 

２４.知的財産権の発生について 

２５. その他 
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研 究 担 当 者： 産業医科大学産業生態科学研究所産業保健経営学 助教 小田上公法 

研 究 責 任 者： 産業医科大学産業生態科学研究所産業保健経営学 教授 森 晃爾  


